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内側から人力でಓ࿡１਩間かけて࣐

うことから、掘削地๕が硬い܊層で

あること、地下水がဃいてこない層

であることをૄ࠯としていたが、な

かなか硬い܊๕にたどり着けない。

「鴻池組のܿ੅໐でठ࠿൦すると、

このエリアは܊層が੄ないخ能଻が

あることが฻ྶした。そうは言って

も、ここまでြたら掘り進めるしか

ない。ତメートル先にある急ެ線付

層が੄てくることは、設計時܊で߃

のボーリング಺औで分かっていたの

で、現場฻౯でΆリΆリまで掘り進

めることにした」（越智所長）。

ঀし急ެ線のߐまでビットをٮࡠ　

掘削をਞえ、クリスロード੸ഝځの

૯下までたどり着くとようやく܊層

で地下水がဃいていないエリアに到

着。「ྫ事にビット交換に着手した

ものの刃はڬれࠧけ、అੱが͌ど

かった。現場฻౯がࢗをுし、Άリ

Άリとなったがྫ事に交換できた」

（同）。

　掘削ݻၗがॼり半分をً̨ると、

いくつもの急ެ線が௽く。内側は大

型৬がެがるときに発生する内ႊओ

のような現યがܳきるので、大࿒に

土を取って掘り進める余ཱり（よ͖

り）量や、シールド機接௽໐の୬れ

度のນをあらか̲め用փ。さらにڙ

750㎜̮と৘施した௶量ࠫضを฽ד

させ、掘削ঐা੥を作成することで、

ୈ度ၻく管ၑした。また、シールド

機の先端に取り付けたΐλイロ（༷

պঽ石のような機能）で৘षに掘り

進͚༷պもୃږに෤՜した。　　　
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　ミニシールド側の到着立坑間߃の

エリアは、地上で広瀬通りとՔൊ上

଩通りが交ओする。周辺には、シー

ルドで掘り進めているトンネルと同

̲高さで、進ֲ࣐༷࢜側に東北ഩ力

所ခの人ࢢと点࠿Ⴙが整備されてい

た。฽対側にはۗྦྷٮޏ線がทって

いることから、マシンはऒֲそれ̸

れ150㎜のࠤ間をすりาけることに

なった。「人ࢢが30年ஜの施工だっ

たことから、当時のઁない঩ၳを಺

べるのも大་だった」（同）。ミリౙ

պで଎や計画੥を作成し、さらに東

北ഩ力との݈ފの上、人ࢢ内側に計

を取り付けて影響のခྫをリアܕ௶

ルタイθにږ෇しながら施工した。

周辺は急ެ線が௽き施工はࣾඳをޭ

め、進捗も๱ુにࡕしい予௶を立て

ོ୭໤͂ͬۼٮޏ
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　東北の玄関口となるJR仙台駅周辺

の下水道は、当初雨水・汚水合流式

で整備された。現在の姿に至るまで

東北の中枢都市として人口が増加す

ると同時に、バブル経済期以降に

は都市化が急激に進んだ。仙台第

一生命タワービル（通称タワービ

ル）、住友生命仙台中央ビル（通称：

SS30）の完成を皮切りに、周辺は高

層ビルが林立。都市化の進展により

汚水量が増えた上、不浸透面積（舗

装面積）の増加で、一度大雨に見舞

われると浸水被害が頻発する状況

だった。

　都市機能を守るため、仙台市は分

流式での雨水幹線整備を計画。広瀬

川第３雨水幹線工事をメーンとし、

合流する導水管などを整備すること

になった。鴻池組・西武建設・あお

み建設・鎌田建設JVが担当する「広

瀬川第３雨水幹線工事１」は、泥土

圧式シールド工法を採用。シールド

機の先端に取り付けた刃（ビット）

を回転させながら地中を掘って、コ

ンクリートパネル（セグメント）を

組み立てて補強し、セグメントを固

定させるために裏込め材（セメント

ミルク）を注入しながらトンネルを

築造する。工事は、五橋公園西側に

設置した内径10.5ｍの発進立坑を中

心に、北は広瀬通までをミニシール

ド工法で、南は一級河川・広瀬川ま

でをシールド工法で掘り進め、総延

長約2440ｍの雨水幹線を整備するも

の。設計は日水コンが担当した。発

進立坑から北側の区間は、2024年４

月で施工を完了。現在は南側へ掘り

進めている。進捗は７月１日時点で

60%。

　まず着手した発進立坑から北の延

長1615.2ｍの区間は、内径1.8ｍのミ

ニシールド工法を採用し、22年３月

から本格的な掘削に着手した。掘り

始めてすぐの想定より早い段階で、

砂の中に大きい石などが含まれ、ほ

かの地層と比べると比較的固い砂礫

層に到達。掘り進めていくと、さら

に想定外の直径300㎜を超える大き

な石と対峙することになった。

　シールドマシンの先端にあるビッ

トが硬い石と接すると、回転に必要

以上のトルク（回転する力）がかかっ

てしまい壊れる恐れがある。力を抑

えながら掘り進めるため、掘進速度

が遅くなり、土の取り込み量が増え

てしまう。「この石が最初のボトル

ネックだった」と振り返るのは、越

智創所長（鴻池組）だ。「ゆっくり

というのは、具体的に言えば、１分

間に５㎜くらい。このエリアは当初

１分間に30㎜ペースで進めていくつ

もりだったので、２カ月ほど工期が

遅れてしまった」。さらに、この時

期猛威を振るっていた新型コロナウ

イルスの影響を受け、職員や作業員

の感染で２回、合計１カ月ほど現場

閉鎖を余儀なくされた。

　その後、延長の半分となるおよそ

800ｍ地点に達したところで、シー

ルドマシンのビットを交換する作業

を予定していた。この作業はマシン
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ことになった。さらにシールド機進

࣐ルートが発進立坑に࢜かってこれ

まで（地下˔ｍ地点周辺）より高い

地下３ｍ地点を掘り進めることにな

るため、˒カ所もの人ܖࢢயを掘削

することに。掘削中は人ࢢ内の࿒ণ

۬ণやೆ下௶定を৘施。シールド機

が通ًした後の裏込材注入まで۬ণ

し、਱分に対ॐを取った。シールド

機からも、計ܕの։ુがないか、圧

力の管ၑは࿚ఴないかと、一つ一つ

෇しながら進めた。「急なږ৘にږ

་ࢵだったが、用փしていた材ၳに

関しても、ঀえるものはঀう、་ࢵ

があるときは早急に対ॐするなど、

発注৪の仙台市と݈ފしてスθーΒ

に対ॐを取れたのはၻかった」（同）。

　さま̰まなࣾඳを઺り越え、23年

˒月13日にྫ事、到達立坑に到着。

ミニシールドマシンが࿨࿒をਞえた。

　高層ビルが立̻໼͍ఉくの人が࣐

き交う都市の中心で施工することか

ら、地๕ೆ下などへの対؊にはळ心

の注փを໡った。ಓ࿡施工３時間̮

とに掘削直上Ⴙ面からೆ下௶定を৘

施。࿡間は一人でも計௶がخ能なよ

うに、τーΎーταル（水໹༷࢜に

τーΎーを๲ばし、պ置をږ෇する

機٫）をڰ用。௶量ࢋओを３㎜以内

にਓめる。

　また掘削する土砂量は、土ৗによ

りఉઁの་化があることから、台৬

にशせて׋เするष、取り込み量を

ਹさとယ量の２通りで管ၑした。土

砂を取りす̨ていたら、その分セメ

ントミルクをఉく注入する。地上で

　正直、この現場に配属されたとき、

技術上の課題が多いこと、シールド

工事経験者が少ないこともあり、４

年間体力が持つか不安だった。しか

し多くの関係者と協力して知恵を絞

り、大きなトラブルなくここまで来

ることができた。引き続き課題もあ

るが、無事故・無災害で一日も早く

工事を終えられるよう、残りの期間

精いっぱい努力を惜しまず施工する。

鴻池組・西武建設・あおみ建設・鎌田建設JV
越智　創　所長（鴻池組）

ていたが、ފ力ٛ২も一܃となり、

高ୈ度で施工をਞえることができた。

　シールドマシンは広瀬通りを東進

し、Քൊ上଩通りと駅ஜ通りを交ओ。

いよいよ到達立坑にओしڥかろうと

していた。周辺は仙台市が設置した

下水人ࢢがఉいことから、計画では

ྦྷ地とのٮޏに״うルートとしてい

たが、ྦྷ地の地ࡀ৪からの要བで急

ᰣ、進Ⴙの་ࢵがࠨ定。ྦྷ地から約

２ｍݻၗを取ったルートで掘削する

シールドマシンの最深部 定期的に行われる住民説明会

の影響を注ণした。

　հ஠管ၑとして、通޲通ڠで人流

がఉい時間ఝには土砂׋เ৬ၰの੄

入りをࢱえるほか、׋転手にˣˬ˯

スマートέ΁ンをࠈఝさせることで

௢࣐պ置を෤՜し、入場時間の予௶

を立てることでհ஠にည導すること

ができた。

　地֖࣓ڰࡃ൲もࠧかさず、ྀ਩߄

ဟ日の一୔ୄ௉や、ൃにओしڥかる

時期にはෳ水ࢾ内に入り込んだ၂̻

ဩのകݲなどを৘施。また、住ྦྷ見

。も定期的に৘施しているٛڠ

　発進立坑南側は、内径2600㎜の

シールド工法で施工する。現場にང

れた５月下੐の段階では、300ｍほ

ど掘り進めていた。˒月ྎまでには

仙台市א地下ഘ五橋駅周辺の急ެ線

や、ވ同ࢾとの໼௢、地下ഘ通Ⴙの

ఴをクリアしهの一໐切削などࢶ

た。その後は下り３ɓの急こう෻の

施工をਞえ、˕月中੐には広瀬川か

らほど߃いպ置の到達立坑に到達す

る計画。関Ⴒする༆の工区を施工す

る˦˲への֨きളしやマンγールの

施工などの整備工事を12月27日まで

に完了させる見込みだ。ࣽ後もඳ所

௽きの施工となるが、Ιーθが一܃

となって完工を࿒ঐす。

今後も課題山積

チーム一丸で完工へ

地盤沈下に細心の注意




